
研究テーマ 

数学科における学習意欲を高める指導の工夫 

～数学的活動の充実を目指して～ 

                                       沖縄市立コザ中学校 

                                       教諭  山城 直子 

Ⅰ テーマ設定理由 

変化の激しいこれからの社会を生きる子ども

たちに生きる力を育むことが今日の教育現場で

は求められている。生きる力とは確かな学力，

豊かな人間性，健康と体力の３つの要素からな

る力である。確かな学力とは，知識や技能に加

え，学ぶ意欲や自分で課題を見つけ，自ら学び，

主体的に判断し，行動し，よりよく問題を解決

する資質や能力などを含めた学力である。 

この確かな学力を身に付けるため，県は学力

向上主要施策「夢・にぬふぁ星プランⅡ」の基

礎・基本の定着として，「学ぶ意欲を高める指

導」の取り組みをあげている。また，市の学校

教育指導の努力点の中でも，「基礎基本の定着

を図るとともに，生徒一人一人の内発的な学習

意欲を喚起し，自ら学ぶ生徒の育成を目指し，

体験的な学習や問題解決的な学習等多様な学習

指導の改善・充実」を強調している。 

このように，今日の数学教育に対して指導方

法の工夫・改善が求められている背景には，我

が国の子どもたちの数学に対する課題が次のデ

ータからわかる。中央教育審議会教育課程部会

での算数・数学の現状と課題，改善の方向性に

おいて，「OECD 生徒の学習到達度調査（2003）

で，数学で学ぶ内容に興味のある生徒の割合が

国際平均値より低く，数学の学習に対する不安

を感じる生徒の割合が国際平均値より高い。ま

た，国際数学・理科教育動向調査（2003）では，

数学の学力は国際的に第５位ではあるが，数学

の勉強を楽しいと思う生徒の割合が国際平均値

より低い。」とある。つまり，数学の学びの楽

しさを味わっていないことが課題として見えて

くる。 

本校でも同様に，数学の学習に対する意欲は

必ずしも高いとは言えない現状がある。私自身

の授業を振り返ってみると，問題解決の過程に

おいて，生徒に考えさせる十分な時間を確保す

ることができず，解決方法を教師主導で教える

ことが多かった。もちろん，知識を教えること

も大事ではあるが，生徒の考える力を育んだり，

数学を学ぶ喜びを十分に味わわせたりする機会

を意図的に仕組むことができなかったように感

じる。数学を学習する一番の醍醐味は，自ら考

え，試行錯誤を繰り返しながら自ら解決するこ

とであり，問題が解けた喜びを実感することで

ある。このような数学を学ぶ楽しさを生徒に授

業で味わわせたい。指導方法を工夫・改善し，

数学的活動を充実させることで，数学的な思考

力・表現力も身に付くと同時に，学習への意欲

も高まってくるものと考える。 

 そこで，生徒が意欲的に取り組めるような体

験的な活動を授業に取り入れたい。問題提示の

場面で生徒が疑問に思ったことを，観察や実験

を通して整理したり，既習内容をもとに見通し

をもって結果を予想したりする。さらに事象の

中に潜む関係を探り，規則性を見い出したり一

般化したりするなどの数学的活動を充実できる

よう支援したい。生徒は，その活動から得た事

柄にどんな意味や価値があるかを自ら考えるこ

とで，わかったという実感が伴う本当の意味で

の理解につながるものと考える。このわかった

という喜びがさらに数学を学習したいという，

意欲の向上につながるものと考える。 

 以上のことから，数学的活動を充実させるこ

とで，生徒の学習意欲を高めることにつながる

考え，本テーマを設定した。 
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Ⅱ 目指す生徒像 これを目標とする能動的意思活動。 

また，新教育学大辞典によると，「学習意

欲」とは， 

１ 課題に対して意欲的に取り組む生徒 

２ 数学的な見方や考え方ができる生徒 

「自発的，能動的に学習しようとする欲

求・意思をいう。心理学的に明確に規定さ

れた概念ではなく，多義的な性質を含んで

いる。」とあり，少なくとも次のような特

性を備えたものといえる。 

 

Ⅲ 研究目標 

   数学の授業において，生徒が興味・関心を

もち，主体的に学ぼうとする意欲を高める学

習指導の工夫 

ア 内発性  

 Ⅳ 研究仮説 例えば賞や承認を得ること，あるいは罰や

拒否を避けることを目標として学習行動が引

き起こされるという外発的動機づけによるの

ではなく，学習そのものを目標として内発的

に動機づけられていること。 

１ 基本仮説 

数学の授業において，数学的活動を充実さ

せ，学ぶ喜びを実感させることで，学習意欲

の向上につながるであろう。 

イ 自律性  

２ 具体仮説   学習課題の選択や学習目標の設定，学習方

法の採択，学習結果の評価など，学習におけ

る一連の過程が，自律的に統制されているこ

と。すなわち，学習における意思決定の主体

が自分自身であること。 

⑴ 生徒の数学の学習に対する実態調査と分析， 

また，数学的活動についての理論研究をする 

ことで，指導の在り方が明確になるであろう。 

⑵ 授業の中で数学的活動をどのように充実さ 

ウ 価値志向性 せるか指導計画を立てることで，効果的な授 

学習活動が，学習に付随する楽しさ，学習

における知識・能力の増大，さらには自己向

上感など，何らかの価値を目的としているこ

と。 

業実践ができるであろう。 

⑶ 授業において，考えが深まるような支援を 

工夫することで，数学的活動がより充実し， 

生徒は意欲的に学習に取り組むことができる 

② 学習意欲の要素 であろう。 

学習意欲には，主に次の６つの要素が考え

られる。 

 

Ⅴ 研究構想図 

 次ページ 

  

Ⅵ 研究内容  

１ 研究内容１  

 ⑴ 学習意欲について 

① 学習意欲の意味 

「学習意欲」という言葉は日常的に使われ

ているが，明確に定義されている言葉ではな

い。広辞苑によると，「意欲」について次の

ように解説がなされている。 

 

 

・積極的に何かをしようとする気持ち。 

・種々の行動の中から，ある一つを選択して， 

 

＜学習意欲の要素＞ 

ア 興味・好奇心  イ 有能感 

 

ウ 達成動機    エ 失敗回避動機 

テスト不安 

オ 達成動機づけ  カ 原因帰属 
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Ⅴ 研究構想図   

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

                                    

 

                

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会的背景 
変化の激しいこれからの社会を生きる子どもたちには，いかに社会が変化しようと柔軟に対応でき
る力を育成することが求められている。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検証授業の計画・実践・分析・考察

 

目指す生徒像 
○課題に対して意欲的に取り組む生徒 
○数学的な見方や考え方ができる生徒 

研究の基本仮説 

数学の授業において，数学的活動を充実させ,学ぶ喜びを実感させることで,学習意欲

の向上につながるであろう。 

具体仮説1 
生徒の数学の学習に対する実
態調査と分析,また,数学的活
動についての理論研究をする
ことで,指導の在り方が明確に
なるであろう。 

研究の内容１ 
○学習意欲について 
○数学的活動について 
○生徒の実態調査と分析 

具体仮説２ 
授業の中で数学的活動をどの
ように充実させるか指導計画
を立てることで，効果的な授
業実践ができるであろう。 

 
研究の内容２ 

○数学的活動を充実させる図
形領域の指導計画の作成 

具体仮説３ 
授業において，考えが深まるよ
うな支援を工夫することで，数
学的活動がより充実し，生徒は
意欲的に学習に取り組むことが
できるであろう。 

 
研究の内容３ 

○数学的活動を充実させる工夫

研究目標 
数学の授業において,生徒が興味・関心をもち,主体的に学ぼうとする意欲を高める学
習指導の工夫。 

研究テーマ   

数学科における学習意欲を高める指導の工夫 

～数学的活動の充実を目指して～ 

研究のまとめ・研究成果と今後の課題

県学力向上主要施策 
生徒一人一人に確かな学力などの生きる力をはぐく
む。 
○確かな学力の定着 

市教育主要施策 
自ら学び心豊かで個性と創造性あふれる生徒の育成
○個に応じた学習指導の改善・充実 

学校教育目標 
○探究心にもえ,進んで学習する生徒 
○運動に親しみ,心身たくましい生徒 
○人間の尊さを理解し,平和を愛する生徒 

学習指導要領 
生きる力をはぐくむことを目指し，自ら学び自
ら考える力の育成を図るとともに，基礎的・基
本的な内容の確実な定着を図る。 

家庭・地域の実態 
徒の家庭での学習時間が減ってきている。 生

生徒の実態 
学に対して苦手意識をもっている生徒が多く,

数学的な思考力・表現力が十分に身についてい
い。 

数

な

教師の実態 
少人数授業や TT 授業を取り入れ，授業方法改善に
ついて模索中である。 

- 91 - 



ウ 達成動機 ア 興味・好奇心 

  「困難や障害を克服して，できるだけ優れ

た水準で課題を達成しようとする動機」，す

なわち，達成＝成功を目標とした動機をいう。

これは，マーレー(Murray,H.A.)により提唱さ

れ，マックレランド(McClleland,D.C.)やアト

キンソン(Atkinson,J.w.)らによって発展させ

られた概念である。これはまた，有能感とき

わめて類似した概念であり，特に，乳児期に

示される有能感は達成動機の原型ともみなさ

れている。有能感は本来自律的なものである

が，達成動機は，自己の行為の結果，すなわ

ち成功や失敗に対する他者の承認や拒否と関

連して形成され，やがて自己の目標が内在化

されるにつれて自律化していく。 

学習において特に重要視されるのは，知的

好奇心である。バーライン（Berlyne,D.E.）

は知的好奇心は，既存の知識，信念あるいは

態度と与えられる情報との不調和やズレによ

って生じるとしている。そして具体的方法と

して，既存の信念からの予測に反する現象の

提示による“驚き”，ある命題が特定の事例

にあてはまることを確かめさせることによっ

て生じる次の事例にもあてはまるかどうかと

いう“疑問”，いくつかの解答が考えられる

がどれが正答であるかわからない“当惑”，

既存の知識と反する情報の提示による“矛

盾”などの利用を提唱している。 

喚起される知的好奇心の強さは，必ずしも

認知の不調和やズレの大きさと比例するもの

ではないことが知られている。それは，学習

者の知識や思考の水準，すなわち情報処理の

水準に相応するものであることに留意されな

ければならない。 

エ 失敗回避動機・テスト不安 

「失敗を予測し，恐れて，課題の遂行に対し

て回避的，消極的になる傾向」のことで，失

敗恐怖ともいわれる。これは，特に，自己の

行為の結果が評価される場面，いわゆるテス

ト場面において，失敗によって否定的に評価

されることへの恐れであることから評価不安

ともいわれる。このような不安の強い者は，

課題達成に対して消極的であり，強制されて

やる場合には，遂行が抑制され，いわゆる実

力が発揮されないことが多い。 

イ 有能感 

  有能感とは「環境に積極的にはたらきかけ，

環境に効果的な変化を生じさせる能力，その

際に感じられる有能さの感覚，さらにはその

ような能力や有能さの感覚を追求していこう

とする傾向」のことで，ホワイト(White,R.W.)

がコンピテンスとして提唱したもので，効力

感ともいわれている。学習において有能感が

強い者は，自分の有能さを確かめるために，

あるいは有能さをさらに高めるために学習課

題に積極的に挑戦しようとする傾向が強く，

その結果，有能感が満たされることによって，

ますます有能感が強められていく。 

オ 達成動機づけ 

  アトキンソンの理論によれば，達成動機づ

け，すなわち，ある課題に対して実際に示さ

れる達成傾向の強さは，その個人の達成動機

の強さと失敗回避動機の強さとの相対的差と

その課題を達成できる可能性とによって規定

される。結論だけをいえば，達成動機＞失敗

回避動機の者においては，課題達成の見込み

が 50％の場合に達成傾向が最も強められるの

に対し，逆に，達成動機＜失敗回避動機の者

においては，達成の見込みが 50％の場合に達

成傾向は最も弱められる。 

  しかしながら，有能感が満たされず，むし

ろ阻害されることの多い者は，有能感がしだ

いに弱められ，極端な場合，無力感が形成さ

れる。すなわち，与えられた課題を達成する

能力が欠如しているという認識が形成される

ことによって，課題達成をはじめからあきら

めてしまうという態度が強められてしまう。 

また，課題の選択や目標の設定においても，

やる気の強い者は達成の見込みが 50％近くの
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課題や目標を好むのに対し，やる気の弱い者

はそのような課題や目標を避け，むしろ過度

にやさしいか難しい課題や目標を好む傾向が

ある。これは達成を求めるよりもむしろ失敗

を避ける傾向が強いことに由来している。す

なわち，失敗するはずのない低い目標か失敗

しても当然であると認められる高い目標を立

てることによって，失敗回避動機を満たして

いるのである。したがって，それは，その達

成のために努力を喚起するという目標本来の

機能をもっていない非現実的目標といえる。 

カ 原因帰属 

自己の行為の結果，すなわち成功や失敗の

原因の帰属の仕方は，やる気の強さにより影

響され，また，次のやる気の強さにも影響す

る。 

一般に，やる気の強い者ほど，成功を能力

に，失敗を運に帰属する傾向が強い。逆に，

やる気の弱い者ほど反対の傾向が強い。この

ような帰属の違いは，次の課題に対する成功

の見込みに影響することによってやる気の強

さの違いを生み出す。極端な場合，無力感の

強い者においては，失敗を能力に帰属してい

るために，成功の見込みをもつことはできな

い。したがって，それを努力に帰属させれば，

成功の見込みを持ち得るためにやる気が出て

くると考えられる。実際に，そのような試み

が無力感の治療に有効であったことが報告さ

れている。 

③ 学習意欲の喚起・育成 

学習意欲を喚起し，さらにそれを強めてい

くためには，上述した各要素の性質を十分に

踏まえた配慮が必要である。 

  例えば，知的好奇心を喚起するためには，

学習者の情報処理水準を把握した上で，最も

適切なズレを生じさせる情報や教材を与える

ということ，また，喚起された知的好奇心が，

学習活動の結果，十分に解消されるという経

験が生じるように学習環境が整備されている

ことが重要である。 

同様な成功経験，あるいは達成感は，有能

感や達成動機を育成するためにも重要である。

すべての学習者に成功経験が生じ得るために

は，達成目標が，画一的，固定的なものでは

なく，個々に応じたものでなければならない。

すなわち，個々の学習者にとって，努力すれ

ば達成可能な目標，言い換えれば現実的目標

が設定されることが必要である。 

 学習意欲を抑制する失敗回避動機を軽減す

るためには，失敗に対して，個人が否定され

るような評価を与えぬよう配慮を払わなけれ

ばならない。 

 

要素 喚起・育成のための配慮 

興味 

好奇心 教材の工夫と情報機器を活用する。

有能感 

達成動機

授業中の発言や机間指導の際に，

生徒の考えを認め，ＫＲを与える

ことで有能感を育む。また，問題

を工夫することで，成功経験，達

成感を味わわせる。 

失敗回避

動機 

間違った考えでも個人が否定され

るような評価を与えぬように配慮

する。 

達成動機

づけ 

問題作成のときには，みんなが解け

そうな基本的な問題から出題するよ

う配慮する。 

原因帰属

成功の原因を能力に帰属し，失敗

の原因は能力ではなく努力に帰属

させることで，頑張れば成功でき

る見込みを与える。 

 成功 失敗 

やる気の強い者 能力 運 

やる気の弱い者 運 能力 
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⑵ 数学的活動について 

① 中学校学習指導要領の数学科の目標 

 中学校学習指導要領の数学科の目標は以下

に示されている。 

「数量，図形などに関する基礎的な概念や

原理・法則の理解を深め，数学的な表現や

処理の仕方を習得し，事象を数理的に考察

する能力を高めるとともに，数学的活動の

楽しさ，数学的な見方や考え方のよさを知

り，それらを進んで活用する態度を育て

る。」 

 平成 10 年の改訂で目標に「数学的活動の楽

しさ」が加えられた。これは，平成元年に目

標に加えられた「数学的な見方や考え方のよ

さ」を知ることに加えて，更に情意的な側面

を大切にし，数学を学ぶことへの意欲を高め

るとともに，数学を学ぶ過程を大切にすると

の趣旨によるものである。 

 目標の意味するところは次のようになる。 

ア 様々な日常事象を観察し，数学的な課題を

積極的に解決していこうとする態度を育てる

ため，具体的な場面での活動を重視する。ま

た，問題解決に当たっては多面的にものを見

る力や論理的に考える力を身に付けるように

するとともに，数学的な見方や考え方のよさ

を知り，活用する態度の育成を重視する。 

イ 自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら問題を

解決していく活動を通して，数学を学ぶこと

の楽しさや充実感を味わいながら学習を進め

ることができることを重視する。 

ウ 各領域の内容の指導に際しては，観察，操

作，実験を通して物事の関係やきまりを見つ

けだすなどの数学的活動を促し，生徒が意欲

的かつ粘り強く学習に取り組み，内容の理解

を深めることができるようにする。 

問題解決能力を一層高める数学的活動の促

進が図られるように改善しているのが特徴で

ある。  

② 数学的活動について 

  数学的活動については，次のように考えら

れる。日常，不思議に思うこと疑問に思うこ

となどを，既得知識をもとによく観察し問題

点を整理したり，見通しをもって結果を予想

したりする。さらに，解決するための方法を

工夫したり，たどり着いた結果についても振

り返って考えたり，また，事象の中に潜む関

係を探り規則性を見いだしたり，これをわか

りやすく説明したり一般化したりするなど，

様々な活動が想定される。数学的活動は，こ

のように身の回りに起こる事象や出来事を数

理的に考察する活動と幅広くとらえることが

できる。 

  このような問題解決過程での活動を考えて

みると，数学的活動は大きく次のように整理

することができる。 

 a 計算処理や図形の具体的操作など客観 

的に観察が可能な外面的な活動 

b 類推したり，振り返って考えたりする 

などの内面的な活動 

 

 

 

 

  こうした数学的活動を進めていく際には，

次のことを念頭に置く必要がある。物を動か

して考えたり，考えたことを実験して確かめ

たりすることは，知的充足を一層高めること

に寄与する。すなわち，a の活動は，b の活動

の活性化を促すものと位置付けることができ

る。また，b の活動は a の活動を誘発する。こ

れによって，概念の深化が進み，ごく自然な

形で自己発展的で創造的な思考の展開が起こ

る。 

 知的充足の高まりは，上述したような a と b

の活動の相互的かつ循環的な活動に依存する

と考えられる。a の活動が目的に応じて自由に

できるようにすることはもちろん大切である

が，特に，論理的，抽象的な思考が次第にで

きるようになる中学生の発達段階では，b のよ

うな内的な思考活動を活発に行えるようにす

る必要がある。 

 このように，数学的活動の楽しさについて

は，単に楽しく活動をしたというのではなく，
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それによって生徒にどのような知的成長がも

たらされるかという質的側面にも目を向ける

必要がある。 

 以後は，能田伸彦氏の数学的活動モデル＜

図１＞を引用し，＜表１＞に数学的活動の種

類についてまとめたものである。 

 

＜図１＞数学的活動 
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＜図２＞数学的活動の主な種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：能田伸彦『算数・数学科オープンアプローチによる指導の研究―授業の構成と評価―』） 

 

 

  

 過程 種類 具 体 例 

㋐ Ⅰ→Ⅱ 概念化 数や図形に関する言葉の概念の内包が確立されていくこと。 

㋑ Ⅱ→Ⅲ 具体化 「文字を使った式」の中で扱う代入の操作のこと。 

㋒ Ⅰ→Ⅲ 理想化 おはじきとか数え棒といった簡単なしかも操作しやすいものに置き換えるこ
と。 

㋓ Ⅲ→Ⅳ 
関係化 
抽象化 

平行四辺形，長方形，ひし形，正方形の関連を考え，長方形，ひし形，正方形
は平行四辺形に含まれると認識すること。 

㋔ Ⅱ→Ⅳ 
算数的
表現と
処理 

個々の概念の組み合わせでもって，例えば四則演算，合同や相似などの概念を
形成すること。 

㋕ Ⅳ→Ⅴ 
モデル
化 

数学的実態を表す具体的媒介であって，一般には教具などを指すが，グラフや
図，表などに表すこと。 

㋖ Ⅲ→Ⅴ 単純化 

図１のような台形の面積を求めるときに，図２のように補助線
を１本ひき，三角形・四角形の面積を求め合計することで，も
との台形の面積を求めることができる。このように単純な図形
に変形すること。 

㋗ Ⅳ→Ⅵ 
数学的
表現と
処理 

数学は，より簡潔に，より明瞭に，より美しく，という姿勢で審理を求めて続
ける学問である。ここでのプロセスは，主に統合，発展といった数学的活動の
こと。 

㋘ Ⅰ→Ⅳ 
類推・
類比 

既知のⅠ→Ⅲを操作的に行いながら，一方，念頭ではⅡ→Ⅳの算数的処理を行
っていること。したがって，ここでは試行錯誤が多く，間違いをする場合もあ
る。 

㋙ Ⅲ→Ⅵ 直観 
㋘と本質的には類似している。Ⅳ→Ⅵの数学的活動を行うときには，既知のⅢ
→Ⅴの活動を行いながら，一方，念頭では一般的で抽象的な思考を行っている
こと。 

 

 

数学的活動⎨  

⎪
⎪
⎪

⎩

⎪⎪
⎪
⎧

 

(A)具体的レベル 

  （操作） 

(B)抽象的レベル  

  （思惟） 

個々の概念 
 

関係づけられた
概念 

 
体系化された 

概念 

具体的場面 単純な場面 数学的モデル

Ⅱ 

㋐ 

体
系
化

 

㋓ 

㋔ 

 

㋗ 

 

㋒  ㋖ 
Ⅰ Ⅲ

Ⅳ Ⅵ

Ⅴ

(A)具体的・操作的レベル（外面的活動の場面）
(Ⅰ)現実的・具体的場面 

日常的・現実的場面の内容      
(Ⅲ)理想化された単純な場面 

教科書など半具体的な場面の内容  
(Ⅴ)数学的に表現された場面 

式，表，グラフ，教具       
(B)抽象的・思惟的レベル（内面的活動の場面）
(Ⅱ)数量や図形などの個々の概念 

㋘ ㋙

㋕
㋑ 

３や三角形 
(Ⅳ)関連づけられた数学的概念 

有理数，多角形など 
(Ⅵ)体系化された数学的理論 

群，環などの定理 

 

 

図１   図２ 

 

＜表１＞数学的活動の主な種類 



⑶ 生徒の実態調査  授業でわからないときは
どうしていますか（複数回答）

0

2

4

6

8

10

12

14

先生に聞く 友達 親兄弟 塾 わからないまま

① 数学に関する意識調査  

ア 調査目的  

  生徒の数学に関する意識調査を行い，本研

究の資料として役立てる。 

 

 

イ 調査方法  

○ 質問紙法  

○ 調査日：平成 19年 12月  

○ 調査対象：コザ中学校２年生  

少人数：基礎コース 39名  

ウ 調査の結果と分析・考察  「授業で学習内容がわからないとき，あな

たはどうしていますか」という問いに対して，

「友達に聞く」13 名，「先生に聞く」12 名で，

「誰にも聞かずわからないままにしておく」

生徒は 12 名であった。このことから，本時の

授業内容をわからないまま次時の授業に参加

している生徒が全体の約３割おり，授業の中

で，復習の時間を設け，既習事項を想起させ

る手立てが必要であることがわかる。 

数学はすきですか

きらい
61% どちらか

といえば
きらい
18%

どちらか
といえば
すき
18%

すき
3%

 
 

図形の分野はすきですか

すき
5%

どちらか
といえば
すき
15%

どちらか
といえば
きらい
28%

きらい
52%

 

数学の授業に対する関心度 

 楽しいとき 問題が解けた,わかった 

そうでないとき
問題がとけない，わからない

意味がわからない,難しい 

上の表は，「数学の授業が楽しいときとそ

うでないときの理由」を記述させる問いに対

しての回答をまとめたものである。このこと

から，授業において問題が解けた，分かった

という喜びを，生徒に実感させるような授業

をすすめていくことが，生徒の学習意欲につ

ながることがわかる。 

「数学はすきですか」という問いに対して，

「すき」が３％，「どちらかといえばすき」

が 18％となっている。また，数学には「数と

式」「図形」「数量関係」の３つの領域があ

るが，なかでも「図形の分野はすきですか」

という問いに対しては，「すき」が５％，

「どちらかといえばすき」が 15％となってい

る。以上のことから，数学や図形の学習がす

きと答えた生徒は全体の約５分の１であり，

数学に対して消極的な生徒が多いことがわか

る。よって授業の中で，どのように生徒をひ

きつけていくか工夫が必要である。 

数学がわかるようになりたいですか

いいえ
13%

どちらか
といえば
いいえ
11%

どちらか
といえば
はい
29%

はい
47%
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「数学の知識が日常において役に立つと思 
何のために数学の勉強を
していますか（複数回答）

0

5

10

15

20

25

いますか」という問いに対して，「はい」が

13％，「どちらかといえばはい」が 34％とな

っている。このことから，授業の中で，身の

回りにある事象と数学とを結びつけることが

大切であると感じる。 

どちらの授業がいいですか

少人数
授業
74%

一斉授業
26%

基礎コースでよかったと
思いますか

はい
31%

どちらか
といえば
はい
44%

どちらか
といえば
いいえ
15%

いいえ
10%

 

  

 

「数学がわかるようになりたいですか」と

いう問いに対して，「はい」が 47％，「どち

らかといえばはい」が 29％，合わせて 76％の

生徒がはいと答えており，数学を今よりもわ

かるようになりたいという気持ちを持ってい

ることがわかる。また，「いいえ」と答えて

いる生徒が 24％いるが，その背後には過去に

失敗によって否定的に評価された経験があり，

数学に対して苦手意識を持ってしまったと考

えることができる。 

また，「何のために数学の勉強をしていま

すか」という問いに対しては，最も多かった

のが進学のため（20 名），次いでわかりたい

から（11 名）となっており，一方で何のため

に勉強しているのかわからない生徒も 11 名い

る。 

以上のことから，前述の問い「数学がわか

るようになりたいですか」で「はい」と答え

た生徒 76％の中では，「数学がわかりたいか

ら」という理由よりも「高校進学のため」に

数学の学習をしていると考えている生徒が多

いことが伺える。また，何のために学習して

いるのかわからない生徒もいるので，授業に

おいて，数学を学ぶ楽しさを味わわせること

が必要であると感じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この２つの質問は，習熟度別の少人数授業

の実施についての生徒の意識を調査したもの

である。一斉授業と少人数授業のどちらかを

選ぶ質問では，少人数授業が 74％をしめてい

る。また，習熟度別のクラス編成において，

基礎コースでよかったと思いますかという問

いに対しては，「はい」が 31％，「どちらか

といえばはい」が 44％で，合わせて 75％が

「はい」と答えている。このことから生徒は， 

時間をかけて基礎からじっくり学び，わかる

ようになりたいという気持ちが読み取れる。 

 

② 単元「平行と合同」のレディネステスト 

ア 調査目的 

 生徒の図形の基礎知識がどの程度身に付い

ているのかを調査し，本研究の資料として役

立てる。 

 

すき 
わかりたい 

仕方なく 
高校進学 

ほめられる 
わからない

数学が日常において
役に立つと思いますか

はい
13%

どちらか
といえば
はい
34%

どちらか
といえば
いいえ
23%

いいえ
30%

０
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イ 調査方法 

○ 調査日：平成 19年 12月 

○ 調査対象：コザ中学校２年生 

少人数：基礎コース 36名 

ウ 調査の結果と分析・考察 

 

 

 

 

 

 

 

①は小学校での既習内容「三角形の３つの

角の和が 180°」を利用して解く問題であり，

正答率は 56％であった。また，②は「四角形

の４つの角の和が 360°」を利用して解く問題

で，正答率は 33％であった。③は「２つの角

の和が 180°」をもとにして解く問題で，正答

率は 47％であった。 

  また，いずれの問題も計算過程を書く欄に

は，正解者はしっかり計算過程も書いてあっ

たが，一方で，誤答者が３名で，残りは無答

であった。 

  このような角の大きさを求める問題は，今

後の学習の基礎基本でもあるので，授業を進

める前に，復習の場を設けることが必要であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①～③の問題は，中学１年で学ぶ内容の定

着度を測るための問題である。平行を表す記

号(//)を答える問題は正答率が０％，垂直を

表す記号(⊥)を答える問題では正答率 11％，

角を表す記号（∠AOB）を答える問題では正答

率３％であった。２年の図形領域では証明を

学習する際に，記号を用いて表現することが

多いので，復習しながら継続した指導が必要

である。 

【１】次の図の，∠ x の大きさを求めな

さい。 

① ② 

 

 

③ 

°85

°55 x
°120

°80

°90

x

°110 x

④の問題は，四角形の頂点や辺，対角線の

名前を問う問題で，正答率は８％であった。 

  【２】の問題は，テスト返却後の解答解説

の際，生徒はすぐに思い出すことができた。

しかし，忘れないよう何度も繰り返し復習す

ることが必要である。 

 
【３】 

 
正三角形の１つの角の 

 
大きさは   度になる。 

 
また，その理由も書きましょう。 

 

この問題は，「三角形の３つの角の和が

180°」であることと，「正三角形の３つの角

の大きさは等しい」ことを理解しているかを

問う問題である。正答率は６％で，正解者の

中に理由の記述はなかった。 

  【１】の問題では正答率が半数程度あった

が，【３】の問題では正三角形という条件が

入り，また，生徒が苦手とする文章形式での

出題でもあるので，正答率が低くなったと考

えられる。また，理由の記述に関しては，今

後の学習内容である“筋道を立てて考えるこ

と（証明）”がどの程度身についているかを

問う問題であるが，生徒は，考え方を書くと

いうことに慣れていないことがわかる。 

   

２ 研究内容２ 

⑴ 数学的活動を充実させる図形領域の指導計

画の作成 

① 指導計画の作成にあたって 

  各学習項目について，教科書（東京書籍）

の内容を確認し，数学的活動を以下のように，

P95＜図１＞にある具体的レベルと抽象的レベ

ルの２つに分け，分類する。 

【２】次の  にあてはまる言葉や記号を

答えなさい。 

①直線 と直線 が平行のとき，記号を使

って   と表す。 

m
m

n
n

②直線 と直線 が垂直に交わるとき，記

号を使って と表す。 

m n
  m n

③右の図で，印のされた角を記号を使って 

    と表す。 

④下の図で，空欄にあてはまる名称を書き

入れましょう。          

（図は省略）
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～数学的活動～ 念を構成する。 

○具体的レベル（外面的活動） Ⅵ 体系化された概念 

Ⅰ 具体的場面     数や図形などの諸性質を捨象したより 

   生徒が生活している身の周りの具体的な

世界である。 

抽象的な理論である。 

   例：数や図形の大小の順序関係を示すと

ころの束論，変換としてみられる群論等

である。 

Ⅲ 単純な場面 

   具体的場面の事象は一般に複雑な世界で 

  あり，数学の舞台にのせにくい。そこで，  

事象を疑似モデル化したり，理想化したり 数学的活動を充実させる図形領域の指導計画 

するのが単純な場面である。 100 ページ＜表２＞参照 

例：電車や自動車などは, 実際は急に発進

したり停車したりできないが，等速で

走ると考えること。 

 

３ 研究内容３ 

⑴ 数学的活動を充実させる工夫 

Ⅴ 数学的モデル ① 教材・教具の工夫 

   式，表，グラフあるいは教具といった媒 ア 具体物の活用 

介物で表現されたものである。   授業において，実際に具体物を観察したり，

実測したり，操作する活動を取り入れたりす

ることで，生徒は興味をもって課題に取り組

むことができ，学習内容を体得することがで

きる。 

  例：式，表，教具といった媒介物で表現さ 

れたものは，一般に抽象的概念であり，

生徒にとって理解しにくい。そこで，

式や表，グラフの相互関連を考えたり，

それらを用いて慣れさせたりすること

で，１次関数などの概念の実体がイメ

ージできるようになる。 

イ ワークシートの工夫 

 習熟度別の少人数クラスで，基礎コースの

生徒を対象としているので，教科書の内容を

精選し，各授業で１枚のワークシートを作成

する。また，単に結果だけを書くのではなく，

数学的活動を促すよう，予想や考え方を書く

欄を設ける。また，自らの考えや他の人の考

えを書き込めるよう工夫する。 

※Ⅰ，Ⅲ，Ⅴの場面の分け方は，相対的な 

ものであり，絶対的なものではない。 

 

○抽象的レベル（内面的活動） 

Ⅱ 個々の概念 

   数や図形に関する言葉を単に覚え，使っ  

ているうちに言葉の本来の意味を理解して  

いくレベルである。  

Ⅳ 関連づけられた概念  

   以前に経験あるいは学習したことのある  

個々の概念と葛藤や干渉を起こすことがあ  

る。その時，生徒は自分なりに新しい概念  

を構成したり再体系化していくことになる。  

  例：小学校ではたし算すると，被加数より

も大きくなると思っていたのに，中学

校で正負の数まで数を拡張すると必ず

しもそうならないという事実に驚く。

そのとき，生徒は自分なりに新しい概 
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＜表２＞数学的活動を充実させる図形領域の指導計画 

  数学的活動 

具体的レベル 抽象的レベル 

Ⅰ Ⅲ Ⅴ Ⅱ Ⅳ Ⅵ  
 

章 

単
元
名 

節 項 

具
体
的
場
面 

単
純
な
場
面 

数
学
的
モ
デ
ル 

個
々
の
概
念 

関
連
づ
け
ら
れ
た
概
念 

体
系
化
さ
れ
た
概
念 

第
１
学
年 

５
章 

平
面
図
形 

対称な図形 

線対称と点対称 ○ ○  ○   

対称な図形の性質  ○  ○   

円と対称  ○  ○   

基本の作図 

作図のしかた  ○    

いろいろな作図 ○ ○

作図の利用 ○ ○

６
章 

空
間
図
形 

いろいろな立体 
多面体 ○○○○○

いろいろな立体 ○○○○○

立体のいろいろな見方 

直線や平面の平行と垂直 ○○○○

面の動き ○○○○

立体の展開図 ○○○○

立体の表面積と体積 
表面積 ○○○

体積 ○○○○

第
２
学
年 

４
章 

平
行
と
合
同 

平行線と角 
多角形の内角と外角  ○ ○ ○ ○  

平行線と角 ○ ○ ○ ○ ○  

合同な図形 

合同な図形 ○ ○ ○ ○ ○  

三角形の合同条件  ○ ○ ○ ○  

証明のすすめ方  ○ ○ ○ ○  

５
章 

図
形
の
性
質 

三角形 

二等辺三角形の性質  ○ ○ ○   

二等辺三角形になるための条件  ○ ○ ○   

直角三角形の合同  ○ ○ ○   

平行四辺形 

平行四辺形の性質  ○ ○ ○   

平行四辺形になるための条件  ○ ○ ○   

特別な平行四辺形  ○ ○ ○ ○  

平行線と面積  ○ ○ ○   

三角形と円 
直角三角形と円 ○ ○ ○ ○   

二等辺三角形と円  ○ ○ ○ ○  

第
３
学
年 

５
章 

相
似
な
図
形 

相似な図形 
相似な図形 ○ ○ ○ ○ ○  

三角形の相似条件  ○ ○ ○ ○  

平行線と比 
三角形と比 ○ ○ ○ ○ ○  

平行線と比  ○ ○ ○ ○  

６
章 

三
平
方
の
定
理 

三平方の定理 
三平方の定理  ○ ○ ○ ○  

三平方の定理の逆  ○ ○ ○ ○  

三平方の定理の応用 

平面図形への応用  ○ ○ ○ ○  

空間図形への応用  ○ ○ ○ ○  

いろいろな問題への応用 ○ ○ ○ ○ ○  
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 ウ 問題作成の工夫 
 

生徒の「問題を解いてみよう」「やってみ

よう」という意欲を喚起するための工夫とし

て，問題を授業で扱った基本的な内容からス

モールステップで作成する。また，生徒に問

題が解けた喜びを実感させ，有能感を育むた

め，問題数は多すぎず適度な量で作成し，次

のステップへと進めるように，A5 サイズの用

紙でプリントを作成する。 

 
 
 
 
第５時 対頂角・同位角・錯角（直線の意味） 
 
 
 
 
 
 
 
  第９時 単元の振り返り（４枚を抜粋） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 情報機器の活用 

  パワーポイントで作成したスライドを授業

で活用することで，生徒の興味・関心をひき，

また，視覚に訴えることで，学習内容を効果

的に説明することができる。 

特に図形の分野では，板書では図形の動き

を説明することが難しいので，情報機器を活

用して生徒がイメージしやすいよう工夫する。

授業によっては，導入で問題提示として活用

したり，学習内容のまとめとして活用したり

する。 
第３時 外角の和 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
第７時 三角形の内角の和は 180°の証明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 発問の工夫 

ア 限定（しぼる）発問 

  学習課題に対して，解決のための意識化，

集中力を促す発問が“しぼる”発問である。 

 “しぼる”発問は導入や新たな課題解決への

問いかけである。 

イ 関連（広げる）発問 

“しぼる”発問で学習課題の解決のための

意識化，集中力が出てきて学習活動が一歩進

んだら，次に，既習事項や事実，資料，生活

体験をもとに，深化，発展させることが必要

となる。これが“広げる”発問である。関連

（広げる）発問は大きく２つに分類される。 

１つめは内容関連型発問である。すでに学

んだことや経験したことをもとに，考え方を

より根拠づける発問である。 

２つめは具体的関連型発問である。具体的

な事実や資料，生活体験と結び付けさせて，
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新たな矛盾や発見をさせる発問である。 

ウ 否定（ゆさぶり）発問 

 皮相的，表面的な認識に対してゆさぶりを

かけ，対立，矛盾を引き起こし集団思考の活

発化を図り，より高い認識に引き上げるため

の発問である。具体的には対立意見を引き出

したり，生徒の考えを意識的に否定したりす

る等，ゆさぶり，集団思考を活発化し，思考

を練り上げるための大切な発問である。“ゆ

さぶり”発問をうまいタイミングで投げかけ

てやると思考がぐんと高まり，学びが深くな

る。 
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③ ＫＲ（knowledge of results） 

直訳的には，“結果の認識”となろうが，

授業で，学習者の発言やテスト解答などのい

わば学習者の反応に対して，教師が評価を行

い，その評価結果を教育情報として言語的・

非言語的にその学習者に与えること，または

その内容，と意訳される。また，ＫＲ情報の

送り手が教師でなくとも，例えばＣＡＩのよ

うに教授・学習が成立する状況下では，それ

に類する教育情報を，やはりＫＲとよぶ。 

 実際の教授・学習では，下図のように，①

教師の情報提示，②学習者の反応，③その反

応の評価結果としてのＫＲの提示，の過程を

経るのが一般的である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア ＫＲの種類 

知的ＫＲと情的ＫＲの２種類がある。知的

ＫＲは，テスト解答の正誤とか口頭発表に対

する評価の要約で，この情報提示によって，

学習者は自己の学習状態を認識し，さらには，

その認識の下に思考を展開したり新たな課題

に取り組んだりすることができる。一方，情

的ＫＲは，学習者の反応そのものを認めるこ

とを一義の目的とし，答えの確認，反復など

がこれに当たる。あるいは，うなずき，これ

によって，学習者は，教師にその存在が認め

られていることを知り，情緒安定や学習意欲

の向上につながる。 

  このように，ＫＲは，自己の学習状態の確

認，思考の促進，学習意欲の向上，の３つの

目的をもっている。 

イ ＫＲの与え方 

ＫＲのタイミングは，これを学習者の反応

の直後に与えるのが基本である。学習者の発

表に対して，教師に何らかの意図があってそ

の正誤を即時に情報提供しない場合とか，道

徳の授業のようにそのような二者択一的判断

が不適切な場合であっても，発表そのものを

認めるような何らかのＫＲが即時に発せられ

ないと，学習者は，その後の思考の継続が困

難になったり，注意散漫になったり，結局は，

教授・学習の不成立を招く。 

④ 自己評価 

  授業後には子どもが授業を振り返る時間を

設け，自己評価をすることで，今日の学習で

何が分かったのか，どこがわからなかったの

かを確認することができ，次時の学習への意

欲につながる。また，生徒の自己評価を分析

することで，教師が授業を振り返り，反省・

改善のための資料としても活用できる。 

評価 

教師 学習者

③ KR

①情報提示 

② 反応 

 
＜自己評価＞ 

○授業に積極的に取り組めましたか （ A B C ） 

○今日の学習はよく理解できましたか（ A B C ） 

○授業を受けての感想・わかったこと・質問など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅶ 指導の実際 

１ 実践例  

⑴ 第１次  

ねらい：四角形と五角形の内角の和を，三角形の内角の和が 180°であることをもとにして，三

角形に分けて求めることができる。 

＜数学的活動の実践＞ 

授業の流れ 学習内容 生徒の見方や考え方 教師の支援 

作図 

定規を用いて，三角形をい

くつか作図する。 

（同様に四角形，五角形も

作図する） 

～三角形～ 

 

 

 

１種類の三角形だけではな 

く，３，４種類の三角形を 

かかせる。 

ア イ ウ

調べる 

“同じところ”と“違うと

ころ”を，書き出す。 

 

 

 

 

三角形の角の大きさに着目 

させる。 

１つの角の大きさはそれぞ 

れ異なるが，３つの角の和 

はいくらになるのか問いか 

ける。 

角の和を 

求める 

四角形，五角形の角の和を

求める。 

・分度器で実測 

・三角形に分ける 

 ・分度器の使い方 

・五角形の求めたい角に色

をつけ，切って確かめ，

どのように線をひけばよ

いか考えさせる。 

 

⑵ 第２次   

ねらい：多角形の内角の意味，多角形の表し方を知り，内角の和の求め方がわかる。 

＜数学的活動の実践＞ 

表に 

まとめる 

三角形，四角形，五角形の

それぞれの頂点の数,角の

数,三角形の数,角の和を求

める式,角の和を表にまと

める。 

 四角形，五角形はそれぞれ

三角形に分けられることの

よさを気づかせる。 

授業の流れ 学習内容 生徒の見方や考え方 教師の支援 

表の観察 

前時の三角形,四角形,五角形

のそれぞれの頂点の数,角の

数,三角形の数,角の和を求め

る式,角の和を表にまとめたも

のから，規則性を発見する。 

・頂点の数,角の数,三角形の
数は三角形から五角形まで
１つずつ増えている。 

・三角形の数は２小さい。 
・内角の和は 180°ずつ増え
ている。 

前時の復習をしながら

表を完成させる。 

特に三角形に分けるこ

とにポイントをおいて

指導する。 

～同じ～

頂点,辺,角

の数 

～違う～

辺の長さ,

角 の 大 き

さ,かたち 
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確かめる 

六角形を三角形に分けること

により角の和を求め，表に記

入し，規則性が成り立つかど

うか確かめる。 

 

六角形の内角の和 

・540°＋180°＝720° 

・180°×(三角形数) 

180°×(辺数－２) 

180°×４＝720° 

六角形は,１つの頂点

から対角線をひくこと

で三角形に分けられる

ことを確認する。 

予想する 

十角形の角の和はいくらにな

るのか予想する。 

 

 

 

 

 

予想 

180°×8=1440° 

180°×10=1800° 

十角形の場合を考える

ことができない生徒に

は，七角形について考

えさせる。 

立式する 

表から角の和を求める式を作

る。 

80 角形や 100 角形などの内角

の和を求める。 

○角形の内角の和を求

めるとき,180°と何を

かければよいか考えさ

せる。 

⎩
⎨
⎧

 

⑶ 第３次   

ねらい：多角形の外角の意味，外角の和の性質がわかる。 

＜数学的活動の実践＞ 

授業の流れ 学習内容 生徒の見方や考え方 教師の支援 

作図する 

三 角 形 を 作 図 す

る。 

外角を書く。 

 １つの辺ととなりの辺の延長とがつく

る角を外角といい,１つの頂点に２つ

ずつできるが, 外角の和を求めるとき

は，いずれか一方だけを考える。 

∠アは外角とはいわない。 

実測する 

分度器を用いて外

角の大きさを実測

し,外角の和を求め

る。 

予想 180°,360° 分度器の使い方の支援 

実測する 

四角形,五角形でも

同様に実測し,外角

の和を求める。 

予想 

四角形 540° 

五角形 720° 

教科書のパラパラまんがで確認。 

(P82～108) 

情報機器を用いて確認。 

一般化する 
多角形の外角の和
は 360°になること
を知る。 

 三角形を例にとり,外角の和を内角の

和をもとに式で求める方法を示す。 

ア 

写真 
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⑷ 第５次   

ねらい：対頂角の意味とその性質，同位角と錯角の意味がわかる。 

＜数学的活動の実践＞ 

授業の流れ 学習内容 生徒の見方や考え方 教師の支援 

２直線をひ

き，交わる

ときと平行

のときで分

ける 

直線が点の集まりであ

ることを知る。 

直線を２本書き，仲間

分けをする。（平行の

とき，交わるとき） 

生徒の仲間分けの仕方 

 

 

 

 

 

・①と④は仲間（交わらない）

・②と③は仲間（交わる） 

直線が点の集まりであるこ

とを，情報機器を利用して

説明する。 

直線は限りなくのびていく

ものであり，④の２直線を

のばすとどうなるのか考え

させる。 

予想する 

２直線が交わるとき，

交点の周りに４つの角

ができる。それらの角

の性質を知る。 

４つの角にはどんな性質がある

のか予想を立てる。 

・全部角が同じ 

・２つの角が同じ 

・角の大きさはすべて違う 

予想したことを書き，本当

に合っているかどうか実測

で確かめさせる。 

①  ②  ③  ④ 

確かめる 

２つの角の和が 180 度

になることを利用して

説明する。 

 

 

 

∠ と∠ を合わせると180°  

∠ と∠ を隠して, 

∠ と∠ に着目させる。

a dc
a b

 

 

 

 

 

 

同位角,錯

角を知る 

２つの直線に１つの直

線が交わるとき，それ

ぞれの交点の周りに４

つの角ができる。同位

角と錯角がわかる。 

∠ と∠ も錯角 

∠ と∠ も錯角 

 

 

錯角の位置にある角を見つ

ける手立てとしてアルファ

ベットのＺを用いて説明す

る。 

練習問題で,形を変えたも

ので理解したかどうか確か

める。 

b d

c

a g
fd

a b

b
a

c
d

h
f
e

g

p
q r

s t
u v

w
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⑸ 検証授業の様子 

 
写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 

 

 

表にあらわしてみよう！ 

みんなでスクリーンを注目しよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実測してみよう！ 

右下がりの直線だとどうなるかな？ 今日の自己評価は？ 

写真 写真 

直線をひいてみよう！ 

写真 

写真 
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２ 公開検証授業 

数学科学習指導案 

平成 20年 1月 11日（金）２校時 

沖縄市立コザ中学校 ２年４組 

基礎コース 

男子９名，女子８名，計17名 

授業者 山城 直子 

 

⑴ 単元名  平行と合同 

 

⑵ 単元目標 

  観察，操作や実験を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし，平行線の性質や三角形の合同

条件をもとにして，それらを確かめることができるようにする。 

○ 平行線や角の性質にもとづいて図形の性質を調べることができるようにする。 

○ 多角形の角についての性質を見いだすことができるようにする。 

○ 証明の意義と方法を理解できるようにする。 

○ 図形の合同の意味を理解し，三角形の合同条件を見いだし，それを活用することができるように 

する。 

 

⑶ 単元について 

① 教材観 

   第１学年では，図形の対称性や作図について学習している。また，空間における直線や平面の位 

置関係を知り，空間図形を直線や平面図形の運動によって構成されているものと捉えたり，平面上 

に表現することを学習してきた。さらに，基本的な柱体，錐体の体積，表面積を求めることも学習 

し，図形に関する概念を豊かにしてきている。 

第２学年では，小学校で学習した三角形などの多角形の角についての性質や，平行線や角の性質， 

合同な図形についての知識を深めたり，一般化したり，数学用語を用いて表現することを学ぶ。本

単元では，特に生徒が図形を作図したり，観察したりする操作や実験を通して，図形の性質を見い

だし，その推論の過程を論理的に筋道を立てて的確に表現できることをねらいとしている。そこで，

具体的な観察，操作や実験などの外的行為から基本的な平面図形の性質を自ら見いだし，また，推

論の過程を既習内容をもとに組み立てていく内的行為を活発化するなど，数学的活動を充実させる

ことで，数学的な見方や考え方を育み，本単元のねらいにせまることができるであろうと考える。 

② 生徒観 

  本校では２学年において１学級を２コースに分ける習熟度別の少人数授業を行っている。本授業 

は基礎コースを対象としており，数学に対して苦手意識をもっている生徒が多い。本コースの達成 

度テストの正答率は22％であり，特に図形領域では16％（数と式 29％，数量関係12％となってお 

り，基礎基本の定着には課題がある。アンケートの結果から，「数学がすきですか」という問に対 

して，すきが22％，嫌いが 78％となっている。また，「図形の分野はすきですか」に対しては， 

22％がすきと答えている。また，「数学がわかるようになりたいですか」に対しては70％がはいと 

答えていて，本当は数学を勉強したい，わかりたいと思ってはいるものの，授業についていくこと 
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ができなくて，はがゆい思いをしている様子が感じられる。 

本単元では，知識の習得はもとより，類推の過程を筋道を立てて説明することにねらいがあるの

で，数学用語や記号を十分に使いこなせるよう，継続した指導が必要である。また，問題を解く際

に，問題文を読んですぐにあきらめてしまう生徒もいるので，授業の中で数学的活動を充実させる

ことにより，問題を把握したり，図や表に表したり，予想したりするなどの数学的な見方や考え方

ができるよう支援したい。 

③ 指導観 

  アンケートや諸テストの結果から，図形に対して苦手意識を持っている生徒が多いので，単元を 

通して具体的な操作活動を多く取り入れ，自分にもできそうだという自信をつけさせたい。 

また，「君も数仙人になろう」をキャッチフレーズに，観察や操作活動から得た情報をもとに基

本的な図形の性質を自ら見いだし，表現することに意欲的に取り組めるように，手立てを工夫する。

また，中学２年生になって，生徒は初めて証明することの意義を学ぶ。図形の知識は小学校で学習

している内容もあり，生徒が正しいと信じている知識を証明するので，その必要性が伝わりにくい。

ゆえに，証明することの目的を「正しいかどうかを示す」ことではなく，「根拠を筋道を立てて論

理的に説明する」ことに重点をおいて指導をすすめたい。そこで，単元を通して証明の記述の形式

にこだわることなく，まずは言葉で考え方を表現するよう指導し，簡単な推論については，その要

点をごく簡単に記号で表現することに慣れさせたい。そして授業のまとめでは，生徒自身が何を学

び，どこでつまずいているのかを把握させるための自己評価表を活用したい。これにより，本時の

振り返りと，次時の学習意欲へとつながるであろうと考える。 

 

⑷ 指導計画 

節 項目  学習内容 主な数学的活動 

平
行
と
角 

とびら 
第
１
時 

多角形の内角の和を，三角形の内角の

和が 180°であることをもとに，多角

形を三角形に分けて求めること 

四角形，五角形の角の和を実測と三

角形に分けることで求め，規則性を

発見する。 

多角形の 

内角と外角 

第
２
時 

○多角形の内角の意味 

○多角形の内角の和の求め方 

○多角形の表し方 

○多角形の内角の和の性質 

○多角形の内角の大きさを求めること 

四角形～六角形までの頂点の数，対

角線の数，三角形の数，角の和を求

める式のそれぞれを表にまとめるこ

とで，規則性を見いだし，ｎ角形の

内角の和を求める式を導き出す。 

第
３
時 

○多角形の外角の意味 

○多角形の外角の和の性質 

○多角形の外角の大きさを求めること 

三角形，四角形，五角形を作図し，

それぞれの外角を実測によって求め

ることで，外角の和の性質に気づ

き，一般化する。 

第
４
時 

マスターシート 

○多角形の内角と外角の性質を用いて

問題を解くこと 

これまでの既習内容（一般化した性

質）を，具体的な問題に活用する。
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平行線と角 

第
５
時 

○対頂角の意味とその性質 

○対頂角の性質を用いて角の大きさを

求めること 

○同位角と錯角の意味 

 

対頂角を観察することで，その性質

に気づき，理由を考える。また，実

際に直線三本をひき，その交点の周

りにできる角の存在に気づく。 

第
６
時 

（
本
時
） 

○平行線と同位角の関係 

○平行線と錯角の関係 

 

平行線を横切るように線分をひき，

できた４つの角の大きさを実測する

ことで，平行線と錯角の関係を見い

だし，その根拠を説明する。 

第
７
時 

○三角形の内角の和が 180０であること

の証明 

○証明の意味 

 

実際に３つの角を切り取って１つの

頂点の周りに集める作業が，前時の

既習内容を利用していることに気づ

き，説明することができる。 

第
８
時 

○三角形の内角と外角の関係 

○三角形の内角と外角の関係を用いて

三角形の内角や外角の大きさを求め

ること 

既習内容（三角形の内角の和は

180°，隣り合う内角と外角の和は

180°）をもとに，問題を解く。 

基本の問題 
第
９
時 

マスターシート 

○平行線と角の性質を用いて問題を解

くこと 

これまでの既習内容（一般化した性

質）を，具体的な問題に活用する。

（※合同は省略） 

 

⑸ 評価 

数学への 

関心・意欲・態度 

数学的な 

見方や考え方 

数学的な 

表現・処理 

数量，図形などについ

ての知識・理解 

○授業中の様子，発言，

つぶやき，挙手等 

○授業後の感想，疑問 

（自己評価表，ワークシ

ート） 

○授業中の発表，発

言の内容 

○質問に対する意見 

○解決過程の説明 

（ワークシート） 

○測定，作図，操作等

の工夫 

○数学用語や記号を用

いての表現 

（ワークシート） 

○既習内容を活かした

解決の計画，見通し 

（ワークシート） 

○授業中の発言内容 

 

⑹ 本時の指導（６／９時間） 

① 本時のねらい 

  平行線と錯角の関係を見つけ出し，既習内容をもとにして「２直線が平行ならば錯覚が等しくな 

る」ことを筋道を立てて説明することができる。 

② 授業仮説 

  「２直線が平行ならば錯角は等しくなる」ことを証明する場において，補助線を延長させ，等し 

い角に磁石をおくことで，既習事項をもとに説明することができるであろう。 
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③ 本時の展開                

過程 学習の流れ 学習内容と予想される生徒の反応 指導上の留意点 

導 

入 

10 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

開 

 

35 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１復習と確認 

 

 

 

２目標の確認 

 

 

 

 

３実測 

 

 

 

 

 

４規則性の発見 

 

 

 

５実験 

 

 

 

 

 

６筋道を立てて考

える 

 

 

 

 

①対頂角，同位角，錯角の復習をする。 

「同位角が等しければ２直線は平行である」

「２直線が平行ならば，同位角は等しい」こ

とを確認する。 

 

 

 

＜反応＞ 

４つ，８つ，２つ 

 

・補助線（緑）を適当にひき，予想を立て 

る。 

・角の大きさを測る。 

・角度を求めたら，ボードに赤と青で記入。

 

 

＜反応＞ 

・ななめの角の大きさが等しい。 

・錯角が等しい。 

 

＜反応＞ 

・補助線のひき方を変えても２組の角の大き

さは同じ。 

・補助線のひき方を変えると角度も変わる。

 

 

ⅰ対頂角は等しい 

ⅱ平行ならば同位角は等しい 

・上の２つを利用して，角が等しいところに

磁石を置く。 

・理由を言葉で説明する。 

・ワークシートに用語を使って記述する。 

・等しい角を記号で表す。 

➊平行ではない時，同位

角が等しくならないこ

とも図で確認する。 

 

 

 

 

 

 

➌グループ学習 

ホワイトボードとペン

を各グループに配布 

分度器の使えない生徒

には支援する。 

 

 

➍各グループのボードを

黒板にはり，全員で確

認する。 

 

➎大きさが等しい角に赤

と青の磁石をはり，視

覚的にうったえ，錯角

の位置関係にあること

に気づかせる。 

 

➏グループ学習 

机間指導しながらヒン

トを与える。 

補助線を延長させ，対

頂角や同位角の存在に

気づかせる。 

 

今日の目標：平行線と錯角の関係を見つけよう！ 

平行線に補助線を１本ひくと，角がいくつできるかな？ 

できた角の大きさを測ってみましょう。 

各グループの実測した結果を見て何がいえますか？ 

補助線のひき方を変えると，４つの角の大きさはどうなるだろう？ 

なぜ２組の角は等しくなるのか考えてみよう。 
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ま 

と 

め 

５ 

分 

 

 

 

 

 

７逆も成り立つこ

とを確認する 

 

 

８定着 

 

９振り返り 

 

 

＜反応＞ 

・等しくなる ・等しくならない 

 

「錯角が等しければ２直線は平行である」も成

り立ち，１つにまとめることができる。 

 

 

⑧問題を解く 

 

 

 

⑨自己評価の記入。 

 

 

 

 

 

➐教具を用いて考えさ

せる。 

 

 

➑逆も成り立つことを

確認する。 

 

平行でないときも，錯角は等しくなるのかな？ 

今日の授業でわかったことは何ですか？ 

④ 評価 

ア【数学への関心・意欲・態度】 

意欲的に課題に取り組むことができたか。（評価方法：観察） 

イ【数学的な見方や考え方】 

平行ならば錯角が等しくなることの証明を，論理的に筋道を立てて表現することができたか。

（評価方法：発言やワークシート） 

 

⑺ 公開検証授業の様子 
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平行な直線をかいてみよう！ 

写真 写真 

平行線ってどうやって書くのかな？ 
対頂角・同位角・錯覚は覚えたかな？ 

写真 写真 

問題にチャレンジ！ 



⑻ 公開検証授業研究協議会           対頂角は等しいが 

① 授業の考察 

○ 授業の評価について 

ア【数学への関心・意欲・態度】 

意欲的に課題に取り組むことができたか。 

（評価方法：観察） 

・欠席がちのため基礎学力の定着が不十分な生

徒が，本時の復習の場面では，意欲的に授業

に参加し，対頂角・同位角・錯角の言葉の意

味を理解し，発表することができた。 

・生徒から「今日の目標は何ですか？」という

質問があり，本時の学習に対する関心がある

ととらえることができる。 

・全員が定規を用いて平行線をひく操作活動に

取り組むことができた。 

イ【数学的な見方や考え方】 

平行ならば錯角が等しくなることの証明を，

論理的に筋道を立てて表現することができ

たか。     

（評価方法：発言やワークシート） 

・本時の基礎基本がどの程度生徒に定着してい

るかの把握が不十分で，復習に時間がかかっ

てしまい，授業計画に沿った展開ができなか

った。 

・平行線の書き方については，まず，生徒に平

行線を自由に書かせる。その後教師が三角定

規を使って平行線をひく作業を通して，１つ

の直線に対して同じ方向に同じ角度で交わる

２つの直線が平行になることを直感的に認め

させ，この方法が，同位角が等しいことを利

用していることに気づかせたかった。 

② 研究協議会から 

・生徒の見方やつまずきそうなところ等，予想

して手立てを考えておくことが大事である。 

・小学校での既習内容を，生徒がどのように学

習してきているのかを教師が把握し，系統的

な学習ができるとよい。 

・生徒達は，角の大きさを図のように見た目で

判断してしまっていたので，指導の際に工夫

が必要である。 

 

 ∠ と∠ では 

∠ が大きいと判断 

a b
ba b 

 してしまっていた 

 

・復習に時間がかかってしまうのは，前時の授

業内容を生徒が十分に理解できていないこと

が原因であるので，しっかりと定着させるこ

とが大事である。 

・板書を計画的に，さらに見た目（色など）で

わかりやすいような工夫をしたほうがよい。 

・生徒がわかりやすいような視覚にうったえる

教具の工夫が必要である。 

・基礎コースの生徒に応じた発問の工夫が必要。

多くの言葉を使うのではなく，生徒がわかる

ような言葉を１つにしぼって発問するとよい。 

・学習内容の定着を図るためにも既習事項を掲

示したほうがよい。数学教室としての教室環

境の工夫。 

・少人数なので，座席や学習形態をもっと工夫

してもよい。 

 

Ⅷ 研究の結果と考察 

本研究では，テーマを「数学科における学

習意欲を高める指導の工夫～数学的活動の充

実を目指して～」と設定し，基本仮説を「数

学の授業において，数学的活動を充実させ，

学ぶ喜びを実感させることで，学習意欲の向

上につながるであろう。」とし，研究を進め

てきた。さらに，基本仮説をより具体化した

３つの具体仮説を立て，理論研究や実態調査

を行い，指導計画を基に検証授業を実践して

きた。そこで，具体仮説を検証することによ

り，本研究の結果と考察とする。 

 

１ 具体仮説１の検証 

生徒の数学の学習に対する実態調査と分

析，また，数学的活動について理論研究をす

ることで，指導の在り方が明確になるであろ

う。 
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生徒の数学に対しての意識調査を行った結 

果，数学に対して苦手意識をもっている生徒 

が多く，授業に意欲的に取り組んでいないと 

いう実態が明らかになった。また，レディネ 

ステストを行うことで，授業の中で，基礎基 

本の確認をすることも必要であることがわか 

った。 

また，学習意欲や数学的活動についての理 

論研究をすることで，生徒が自ら数学を学ん

でいく過程を教師がどのように支援していけ

ばよいか明確になった。 

以上の実態調査と理論研究から，数学の授

業において，学習意欲を高めるための指導の

工夫として，教材・教具を工夫し，具体的な

操作活動を授業に取り入れることで，生徒の

興味・関心を引き出し，学習意欲を高めるこ

とができると考えた。 

数学はすきですか

6

3

17

18

38

18

39

61

0 20 40 60 80 100

検証後

検証前

はい どちらかといえばはい

どちらかといえばいいえ いいえ

 

図形の分野はすきですか

14

5

40

15

23

28

23

52

0 20 40 60 80 10

検証後

検証前

0

はい どちらかといえばはい

どちらかといえばいいえ いいえ

 
検証授業後に行った生徒の意識調査の結果

から，数学がきらいと答えた生徒は検証前

61％から検証後 39％となり，また，図形に関

しては，すき（どちらかといえばすきも合わ

せて）が 20％から 54％と変容がみられた。こ

のことから，生徒が意欲的に取り組みやすい

よう具体的な操作活動を取り入れ，数学的活

動を充実させたことで，数学に対する苦手意

識が徐々に薄れ，授業に意欲的に取り組もう

としている様子が伺える。 

以上のことから実態に応じた指導のあり方

が明確になったと言える。 

 

２ 具体仮説２の検証 

 

図形の領域の学習は，２年生になって本単

元が初めてである。図形領域での中学校三年

間を通した指導計画を立てることで，系統的

に段階をふまえた指導をすることができる。

この指導計画を作成するにあたり，１学年で

の既習事項を再確認し，３学年での学習を見

通すことで，２学年では知識や数学的な見方

や考え方をどの程度身に付けさせたらよいの

かを把握することができた。そして，授業の

導入で既習事項を復習し，基礎に振り返りな

がら授業を進めていくことで，生徒の本時の

授業の理解につなげることができた。 

 

３ 具体仮説３の検証 

 

授業の中で数学的活動をどのように充実さ

せるか指導計画を立てることで，効果的な授

業実践ができるであろう。 

授業において，考えが深まるような支援を

工夫することで，数学的活動がより充実し，

生徒は意欲的に学習に取り組むことができる

であろう。 

   生徒の学習意欲を高めるために，数学的

活動の充実を目指し，いくつかの支援を工

夫した。それぞれの支援について検証する。 
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⑴ 教材・教具の工夫 自分の考えをまとめ，次に他の人の考えを

書くことにより，様々な見方や考え方がある

ことを知ることができた。また，それぞれの

考え方において，共通なところ，違うところ

をまとめることで，新たな発見をすることが

できた。 

① 具体物の活用 

 
操作活動に意欲的に
取り組めましたか

いいえ

11%

どちらか

といえば

いいえ

20%

どちらか

といえば

はい

46%

はい

23%

 

 

 

 ウ 考え方をかく 

  

  

  

  

図形の領域では，他の領域に比べると作図

したり，具体物を使ったりする授業が展開で

きる。今回の検証授業でも生徒の意欲を高め

るために操作活動を取り入れた。アンケート

結果から「作図や実測，切り取りなどの操作

活動に意欲的に取り組めましたか」という問

いに対し，69％が「はい」と答え，また「ホ

ワイトボードを使っての授業は意欲的に取り

組めましたか」という問いに対しては，86％

の生徒が「はい」と答えており，具体物を活

用することにより，生徒の意欲を高めること

につながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ワークシートの工夫  

ア 予想する  

 

 

 

 

 

 

 

 

見通しをもって結果を予想する数学的活動

を促すよう，予想を書く欄を設けた。そうす

ることで，生徒は既習内容を振り返りながら，

似たようなことがいえないか考えることがで

きた。 

 

 

問題を解くときに，計算過程を省略し，単

に答えのみ書く生徒が多いが，その際，自分

の解答が間違ったときには，答えに至るまで

のどの過程で間違っているのかを本人が把握

できずにいることが多く，また同じ間違いを

してしまうこともあった。しかし，考え方や

気づいたことを書く欄を設けることによって，

次第に丁寧に計算過程も書き，また，大事な

ポイントも自分なりにまとめることができる

ようになってきている。 

イ 比較する 
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しかし，自分の考え方を書くことに対して

は，個人差があり，うまく言葉や記号を用い

て表現できずにいる生徒もいるので，今後も

継続した指導が必要である。 

⑵ 自己評価の活用 

授業後には，生徒に本時の学習の目標を確

認する振り返りの時間を設け，今日の学習で

何がわかったか，どこがわからなかったのか

を確認するために，自己評価の記入を促した。

本時の学習意欲，内容の理解度について３段

階で評価させ，また，今日の授業についての

感想やわかったこと，質問などを記入させた。

そうすることで，生徒は，今日の学習でわか

ったこと，わからなかったことを自分の言葉

でまとめることで，本時の学習内容を振り返

ることができた。さらに，教師が生徒の自己

評価を確認することで，本時の学習内容をど

の程度理解したのか，また，どこでつまずい

ているのかを知り，授業の反省材料として役

立てることができた。 

エ 問題作成の工夫 

生徒が問題に意欲的に取り組むことができ

るよう，問題作成の際は，授業で扱った基本

的な内容から出題し，スモールステップで問

題を構成した。また，生徒に問題が解けた喜

びを実感させ，有能感を育むため，問題数は

適度な量で作成し，次のステップへと進める

よう工夫した。 

  その結果，指導計画の第９時の単元の振り

返りの時間には，生徒は，意欲的に学習に取

り組むことができた。生徒の自己評価から，

問題が解けた喜びを感じることができた。 

 

 

 

 

③ 情報機器の活用 

情報機器を使っての授業は
わかりやすかったですか

はい
34%

どちらか
といえば
はい
34%

どちらか
といえば
いいえ
19%

いいえ
13%

 

 

また，生徒自ら本時の学習の理解を確認す

ることで，わかった喜びを再確認することが

でき，「次の授業も頑張ろう」という前向き

な姿勢が表れ，数学の学習に対する意欲を高

めることにつながった。理解が十分ではなか

った生徒も，次時には質問してわかるように

なりたいという目標をもつことができた。 

生徒の興味・関心をひきながらも，視覚に

うったえることで，学習内容を効果的に説明

できるため，パワーポイントで作成したスラ

イドを授業で活用した。アンケート結果から

68％の生徒が情報機器を使っての授業はわか

りやすかったと答えている。 
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Ⅸ 研究の成果と今後の課題 ２ 今後の課題 

１ 研究の成果 ・生徒が意欲的に活動できるような教材・教具

や発問の工夫。 ・情報機器を活用することで，生徒の興味を引

き出すことができた。 ・効果的なアニメーションなどの ICT の利活用。 

・実測やホワイトボードを活用しての操作活動

に意欲的に取り組むことができた。 

・「教師が教えるところ」と「生徒に考えさせ

るところ」の区別をしっかりとつけた指導の

工夫。 ・ワークシートに考え方を記入する欄を設ける

ことで，道筋を丁寧に書くようになってきた。 ・数学的な見方や考え方が深まるような学習形

態の工夫。 ・問題をスモールステップで作成することによ

り，生徒は問題を解く喜びを味わい，意欲的

に学習に取り組むことができた。 

・数学科における小中学校の系統的な学習内容

の把握と指導方法の把握。 

・授業後には，自己評価を記入することで，本

時の学習内容を生徒自身が振り返ることがで

きた。 

・子どもの興味を引き出すよう，生活経験の中

から数学の学習に入り，最後にはまた日常生

活への活用に戻れる学習の生活化。 

  

  

＜主な参考文献・引用文献＞ 

○1990 『新教育学大辞典』 第一法規 

○市川 伸一 2004 『学ぶ意欲とスキルを育てる―いま求められる学力向上策』 小学館 

○桜井茂男 2007 『学習意欲の心理学 自ら学ぶ子どもを育てる』 誠信書房 

○青山庸 2004 『多面的にものを見る力 論理的に考える力を育てる数学の授業』 東洋館 

○片桐重男 2005 『指導内容の体系化と評価』 明治図書 

○片桐重男 2007 『数学的な考え方の具体化と指導』 明治図書 

○根本博 2001 『中学校数学科 数学的活動と反省的経験』 東洋館 

○根本博・杉山吉茂 2002 『改訂 中学校学習指導要領の展開 数学科編』 明治図書 

○文部科学省 2002 『個に応じた指導に関する指導資料』 教育出版 

○文部科学省 1999 『中学校学習指導要領解説 数学編』 大阪書籍  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 116 - 


